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ヘ引継ぐ

地球温曜化や砂漠化、生物種申書量激な滅世

など地球環境問題がますます深刻化していま

す。このため、気候変動の緩和や生物事被性

の保全にとってかけがえのない役割を果たす

勲帯林はじめ地球上田森林を持続的に維持・

経営していくことは、今日の地球環境問題に

対処するよで不可欠主要素であり、国際社会

における喫緊の標題となっています。

公益財団法人国瞭緑化推進センヲーは、平

成3年 (1991年)に熱帯祢再生叩ための民

間由圏内鎚点在目指し財団法人として殴立し

て以来、活動の目慣として、森林のゆたか怠

恵みを来来にわたって持続的に享受していく

ための “緑の地球"づくりを提唱しています。

その実現に向付て、 NGO等民聞による地球

緑化の取り組みを推進する様々主活動を行っ

ています。

T緑ゆたかな地球を次代ヘヨl纏ぐことれそれ

が国際緑化推進センターの願いであり、現代

に生きる私たちみんなの務めです。
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熱帯林の実地見学(海外材集人材育成研修ノインドネシア}

i熱帯林等に関する調査研究

E 
i熱帯途上地峨の森林の再生と持続可能

Eな管理利用を促進するための調査研

圭究技術開発を行っています.たとえ

ぱ、難民キャンプ周辺町荒廃した森林

の彼旧と持続可能な利月1を図るための

能力強化や骨l恒TI策定時支援、鉱物採侃

跡地などの荒廃地の植生悶復技術指針

の作成、アグロフオレストリーを通じ

云士住民書加型森林管理の実斑閥査、

E CDM植林への書加を支援する技術指

言針の作成、地球温暖化対策と関連した

三森林の炭紫吸収 ・回定に閲する調査な

iE、多岐にわたっています.
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情線畿や緩衝テキスト怠どの刊行物比必りと普及啓発周の冊子やCD(下聞

画面

“緑の地球"づくりを担う人材の養成

“緑の地球"づくりに燐わる国内外の人材を背

成するために、技術研修を実施Lています.

わが国の林業NGOなどの活動家を対象に、熱

帯林など森林の保全 造成に必要な基本的知

識と肢術の習得を図る海外林業研修、地球温

眼化対策の一環としてのCDM植林(先進国に

よる途上国での温室効果ガス吸収源活動)の

実施に必要な園内および途上国の人材を背て

るためのCDM植林研修などがあります.
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c(瑚咽問問 (CD崎楠外ワクショップノパナマ) ~ 

は}土地際水分の澗定(疎林と水環境を考慮した森林荷量
成曹翠の手法を開発する調査ノケニア)

lILよ}蕊鉢現況調置 (CDN術酎嫡指針閣Vインド

ネシア)

匪有住民と愈見交査員慌廃地の商世績と鼠算性に

関する実竃鋲踊究/インドネシア]

情報の収集と提供

地球緑化の取り組みを行う上で必要な情報を

収集し、提供しています.技術情報誌「海外

の森林と林業J と情報誌「緑の地球」を定期 主

的に発行し、技術テキストなども随時発行LE 
ています。また、ホームベージ上で、書~1}人工 言

林に闘するデータベースや各磁調査報告官、i
NGOの海外枇活動の蛸状況などの情報 i
を公開しています. i 



NGOなどの海外緑化
活動への支媛

NGOなど民間による海外

緑化活動を支侵しています.

NGOが新たなプロジェクト

を計画する際の事前調査の

質問や、現地カウンターパ

ートの日本での受け入れ研

修の経費、国際会議等への

参加経費について助成を行

っています。また、NGO相

互の辿携と情報交換を促

進するような主銀も行って

います.

緑化プロジェクト形成調査(オイスカ/マレーシア)

熱帯途上国での森林造成

減少著しい熱帯林の再生に武献する

ために、 一般市民や企業、団体など

から帯せられ士寄付金等をもとに、

東南アジアにおいて、当センター独

自の森林造成活動を行っています

(熱帯排造成基金事業)0砂漠化防止

や水源保種、本来の森林生態系の復

元、住民の燃料用材等の確保など、

地域の自然条件やニ ズに沿った目

的での森林造成を、住民の参加 ・協力

を得ながら進めています。

ミャンマーの半舵燥地に造成しお水温濁餐体.この義体会電できたことで、近君臨1帥柑噛存する水温原(右の写真}怯舵季にも湿れ怠〈怠った
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国際緑化活動の普及啓発

E地球環境の保全のために、世界で緑化の取り

E組みが行われ、森林の持続可能な管趨と利用

言が進められることが大切です.この地球緑化

Eについて多〈の人々の理解と協力を広げてい

言 〈ために、国際ワークショップの開催のほか、

三国辿の地球胤眼化防止金臓の森林関連議論の

言内容を説明する報告舎などを聞いています.

E また、森州出版に閲する啓勢用の冊子やC口、

iパネルを作成し、環境イベントなど様々な場

zで活用するとともに、 NGOや宇校、前2外の林

言葉関係団体などに提供しています.
= 海外緑化箇力活動に関する国陣パネルディスカッシヨン(東京)
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滅。 ける世界の森林
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世界の森林面白置は40憧%で、陸地面積の約3割を占めています。地球の環境と人々の生活を守るこの貧重な

森林は、熱帯林を中心として急速に失われています。国連日発表によれば、 2日E年から2010年までの10年間

では一年当たり約1.3∞万%の轟休が消失し、一方で植林や森林の天然力による回復からの新たな増加があり、

これを差し引いた純減少面積は年520万誌となっていますa つまり、九州の1. 3倍の広さに相当する森林が、

今なお毎年、地再tとから減り続けているのです。地域別では依#も南米とアフリカでの減少が顕著であり、また

オセアニアも、オーストラリアにおける近年の深到な干ばつにより減少に転じています.1990年代には減少が

続いていたアジアは増加に転じていますが、これは主iこ中園、さらにはインド、ベトナムにおける大規模な植林

に負うものであり、東南アシ恥アに限つでみればむしろ減少の度合いが加自重しています。

森林減少の原因は、森林地の農車怠ど他用品童への転用をはじめ、非伝統的な焼畑僻作、過剰怠薪炭材採取、違

法伐採などの不適切で無計画な伐探‘森林火提や自然災書等、樟々なものがあります.森林の減少は、地球環壇

に大きな膨曹をもたらしますが、怠かでも深刻怠のが地球温暖化との関揮です.轟林は巨大な炭車貯眉寓であり、

その減少書化に起因するこ酸じ炭素の排出は、世界全地本の総排出量の2割を占めるといわれています。

こうした状況の中で世界各地で植林の取り組みが行わ才弘人工林は2∞5年から201日年の問では、直前田5年

聞の倍近く、年約5∞万誌の割合で繍えています。しかし、急速な消失スピ ドに追いつくのは容易ではなく、

世界中で一層の努力が求められています。

(100万陥)
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図褒データ惨いずれも、FA0-201O年世界察綜責沼野価 (FRA201O)より



国際緑化推進センターの事業推進にご支援を

当センターの活動は、広く企業、団体、個人の皆揮のご協力を大きな支えに展開されています.緑町

地疎づ〈り活動町一閣の推進のために、皆様のご支援をお願いします.

あはたも熱帯地主主に木を植えてみませんか

鼎格地増田緑化にあなたもと協力ください.皆樺のご厚置がたくさん集まって r森林Jが生まれます.

当センターでは.減少著しい熱帯地域の轟林田再生を目指し.国民の皆様の浄財を募って植林を実施

しています.

間際陪f~般車センターは公益財聞法人ですので、上院二つの基企へのV寄付金に対してはßl鋭の特倒附田!i11遁聞になります.

[特慣繍置の内容1・0倒人の格付の泌合比 一占甑・を所得燈除できます.*ー定・寄付金額開得金舗の4O'J6を限度)-2低調。門

。法人のt.f付の胤合は、 ー般待付金の制金鉱入限度制とは別枠・で}定の限度績の範聞内で副金算入とす

ることができます. 柑陣争 帽得金貨の5叫+資本金等の視の025拙 X1/2 

国際緑化の情報をお届けします

賛助金員へと入金ください.賛助金員には個人全員と団体会員(法人 法人以外の団体地方公共団体)

があります.

年金聾 ・個人会員 1口 10，000円

・団体会員 1口 100.000円

金圃へのザーピス 当センターが尭行する出版物はじめ国陳森林林業協力に世立つ情報の提供、

また題外緑化活動に関する相殴などに応じます.

寄付壷および賛助金員のお申し込みは、国際緑化推進センタ までご連結ください.

お顕込先

〈口座名〉国際緑化推進センタ

国際緑化推進基金三井住友銀行

熱帯停林造成基金三重東京UFJ盟行

賢助金費三菱東京UFJ蝿行

小石川支庖

春日町支庖

春日町主庖

普通口座

普通口座

普通口座

0366832 
0497178 
0496575 

公益財団法人目隠緑化推進センター
Japan International Forestry Prom。則。nand Cooperation Center 

〒112-0日J4東京都文京区桂車1-7-12林友ピル3階
wm T.;閃 5曲 9-3450 Fax:03-5田9・33印

E四 il:ji相ぴ司耐ucrJp U凡同Ip:llwww.j加。a:jpl
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